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◇目的意識を明確にした導入や、根拠や思考のプロセスを問う問い返しの徹

底により、教師が関わらずとも主体的に深め合える学びを実現した。 

◇板書による対立構造の可視化や ICT での考えの共有により、他者との相違

点を明確にする土台が整った。自分の考えを、根拠をもって説明したり、

友達の意見を参考にしたりする共感的な対話の雰囲気が醸成された。 

◇児童アンケートの結果より、「新しく学んだことを使う」の肯定的な回答

が前年度より大幅な減少傾向にある。また、３年間を通して NRT の結果が

ほぼ横ばいであり、全体的に二極化の傾向が見られるため、全体的な学力

の底上げと定着が難しい児童へのフォローが求められる。 

◇保護者と教職員のアンケート結果より、家庭学習の取り組みに課題が見ら

れた。 

◇「問い返し」の徹底や ICT による可視化により、根拠をもって思考を言語化し、互いの違いを認め合える対話の土台が整った。 

◇単なる「共有」で終わらず、子どものズレや疑問を拾うファシリテーションを通じ、考えをよりよく作り変える「更新」のプロセスへと高める必要があ

る。 

 ◇児童会活動を中心に、「みんなでとりくむ みんなでつくる みんなでか
んじる みんなでつながる」の合言葉を実現できるようにしていきたい。
子どもたち自身が主体的に取り組みたいと思うことを大切にする。相手意
識をもった異学年交流の企画を立案・実行できるようにしていくことで、
高学年から低学年への思いやりの心、低学年から高学年への憧れの心が育
ち、お互いを認め合えるようにしていく。 
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本プログラム共有 
・職員会議（5 月 15 日） 
・ホームページ掲載 

日常の授業・教育活動 
各自の研修…札教研、年次研修 
       全校研・部内研 

実践交流/校内研修 
全校研・部内研 
子どもの育ちの共有 

学校評価 
成果と課題を共有 
・研究全体会（3 月 14 日） 
 

◇「一人ひとりが学びの主役になる」授業の推進を行っている。子ど
もたち自身が課題に対する方策を考えたり、解決のために主体的に周り
と関わったりすることで、課題に対して自ら働きかけて解決しようとす
る姿を目指す。それぞれが多様な学習や生活経験・価値観をもとに課題
にアプローチし、それを全体で共有する中で、多様な考え方に触れて、
より課題探究的な学習を推進していく。 
 


